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3 ヽ 2 ヽ

日
本
語
学

近
代

近
世

中
世
散
文

中
古
韻
文
・
中
世
韻
文

和
漢
比
較
文
学

中
古
散
文

上
代

【
答
案
作
成
上
の
注
意
事
項
】

1
、
解
答
用
紙
の
最
初
に
記
さ
れ
て
い
る
時
代
・
分
野
の
う
ち
、
自
分
の
選
択
し
た
も
の
を

0
で
囲
む
こ
と
。

「
近
代
」
以
外
の
時
代
・
分
野
の
答
案
は
、
縦
枡
目
（
表
裏
）
の
共
通
解
答
用
紙
に
記
す
こ
と
。

「
近
代
」
は
、
解
答
用
紙
が
別
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
。

＊
各
時
代
・
分
野
の
試
験
問
題
は
、
左
掲
の
ナ
ン
バ
ー
の
問
題
用
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
。

二
0
二
五
年
度

【
博
士
後
期
課
程
】

1
3
S
1
7
 

8
S
1
2
 

7
 

6
 

5
 

4
 

3
 

2
 

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

専

門

科

目

日

本

語

日

本

文

学

コ

ー

ス

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
（
縦
書
）
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↓
 方

隠
舟
ー
託
一

二

0二
五
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

【

博

士

後

期

課

程

】

専

門

科

目

日

本

語

日

本

文

学

コ

ー

ス

上
代

問
次
に
掲
げ
る
資
料
に
つ
い
て
、
後
の
問
一
＼
三
に
答
え
よ
。

．
 

i
i4‘
一
を
ー

5
4ょ
↓
集
4
i

i
7
令
令
手
斎
よ
ぷ

玉
＜
｛
ャ
i?
S
§
ハ
ク
ー
す
イ
‘
ぶ
公
チ
ら
な
ぷ
rと
．
了

河
枯
と
．
店
”
哀
持
？
呵
し
入
ー
ク
ハ
す
き
雀
亨
£
Tを
‘
J
ハ
冬
お
々
な
阜
ヌ
f
t
＜
冬
？
と
4
,
)

ー
？
哀
屯

~
4ーマ
六
公
：
？
七
直
文
丈
―
ー
+
i
羞
ぎ
ふ
ゅ
ー

～

-F}
宇
森
な
文
忍
窒
素
立
ミ
序
立
互
i
ir
見
ハ
、
今
j
ニ

沢

t

-
{
l

を
．
了
~
岱
一
？
＄
l

t
て
＿
＿
寸
屯
i
%
j
茅
ー
：
芝
（
マ
又

問

一

資

料

の

3行
目
S

8
行
目
（
線
で
囲
っ
た
部
分
）
を
正
確
に
翻
字
せ
よ
。
改
行
は
画
像
の
と
お
り
と
し
、
漢
字
・
仮
名

は
現
在
通
行
の
字
体
を
用
い
る
こ
と
。

問
二
こ
の
資
料
の
筆
者
の
姓
名
を
記
せ
。

問
三
こ
の
資
料
の
内
容
に
つ
い
て
、
現
在
の
研
究
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
論
述
せ
よ
。

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
（
縦
書
）

rヽ忍
＼
 

※WEB掲載に際し、以下のとおり出典を追記しております。

『万葉考別記ー～六』（賀茂真淵記念館所蔵）
出典：国書データベース， https://doi.org/10.20730/300071383
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冬

J
し
マ
i/
/

c
ー
忽
甕
[
)
ー
、

r；
ム
リ
ー
り

2

し
」
~
＼
停

7
:
7

J
こ
＊

(

4

)

 

(

3

)

 

(

2

)

 

(

1

)

 

注
釈
書
名
（
一
点
）
を
示
せ
。

傍
線
部
①
の
作
中
人
物
に
つ
い
て
、
説
明
せ
よ
。

肩
付
等
も
翻
字
す
る
こ
と
。

二
0
二
五
年
度

【
博
士
後
期
課
程
】

コ
ー
ス

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

専

門

科

目

日

本

語

日

本

文

学

左
は
、

『源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
『
一
葉
抄
』
の
一
節
で
あ
る
。
次
の
問
い
に
答
え
よ
。

左
の
全
文
を
改
行
等
そ
の
ま
ま
に
翻
字
し
、
適
宜
必
要
な
箇
所
に
句
読
点
、
濁
点
を
加
え
よ
。

明
せ

傍
線
部
②
は
誰
の
こ
と
か
。
そ
の
名
ま
え
を
記
す
と
と
も
に
、
そ
の
人
物
に
よ
る

「
源
氏
物
語

こ
れ
は
『
源
氏
物
語
』
の
ど
の
巻
の
注
釈
か
。
そ
の
巻
名
を
示
し
、
そ
う
判
断
し
た
理
由
も
説

中
古
散
文

よ。

』
の
著
名
な

振
り

※WEB掲載に際し、以下のとおり出典を追記しております。

早稲田大学図書館所蔵

仮
名
、

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
（
園
・
横
書
）

n
l
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二
0
二
五
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

【

博

士

後

期

課

程

】

専

門

科

目

日

本

語

日

本

文

学

コ

ー

ス

中
古
韻
文
・
中
世
韻
文

左
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
『
名
所
三
百
首
』

(
>
0
4
,
0
8
0
4
9
)

の
一
部
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
名
所
題
で
詠
ま
れ
た

順
徳
院
•
藤
原
定
家
・
藤
原
家
隆
の
和
歌
を
字
下
げ
で
順
番
に
示
し
、
注
が
施
さ
れ
て
い
る
。
次
の
設
問
に
答
え
よ
。

(

1

)

こ
の
資
料
の
全
文
を
、
改
行
等
そ
の
ま
ま
に
翻
字
せ
よ
。
濁
点
や
句
読
点
を
付
す
必
要
は
な
い
。

(

2

)

須
磨
浦
題
・
ニ
首
目
の
歌
を
現
代
語
訳
せ
よ
。

(

3

)

明
石
浦
題
・
三
首
目
の
注
を
現
代
語
訳
せ
よ
。

(
4
)
順
徳
院
•
藤
原
定
家
・
藤
原
家
隆
の
う
ち
か
ら
一
名
を
選
び
、
知
る
と
こ
ろ
を
述
べ
よ
。

ー
y
、

ク

紐

t

t

亥
A？
兄
玄
芦
｀
を
含
t
怠
＂

r
r
人
硲
召
吋
1
令
；
み
を
T
兄

允

広
尽
A
笈

校
ゲ
今

3
羞
工
み
了
‘

9
n
ヤ
ク
危
ら
1
h
蒻
ャ
岱
り
；

L下
を
森

F
:
 
__ ―

-

r

m

,

'

,

'

9

1

'

’

・

9

9

,

J

●

―

―

―

二

食
了
う
？
え
な
り

、
．
t
文
虫
蓉
で
ゆ
ボ
目
ゑ
霞
牡
灯

合
吝

7
衣
f
に
渇
そ
＄
（
そ
？
‘
を

¢
1
7ん
冷
？
ぶ
十
が
ゲ
り
少
N
!
‘
5
-

了
ぷ
い
上
？
そ
A
r
？
ズ
渇
み

r
a
Tは

一

量

]
ぷ
で
名
を
ク
で
ゅ
4
＜
辛
含

l

庁

を

ゃ

ゆ

応

s
aQ
牙
‘
令
7
ふ
慮
九

．
火
の
公
だ
り
］
｀
と
ス
笏
危
を
―

f5:hち
｀
す
含
多
ゆ
な
く

•

一
ゞ
ク
y
い
ウ
（
た
t

d
‘
]
”
I
5
[

t

※WEB掲載に際し、以下のとおり出典を追記しております。

早稲田大学図書館所蔵

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
（
総
）
・
横
書
）

リー
I



中
世
散
文

(
-
)
次
の
資
料
の
全
文
を
、
改
行
等
そ
の
ま
ま
に
翻
字
せ
よ
。
濁
点
や
句
読
点
を
付
す
必
要
は
な
い
。

（
二
）
こ
の
作
品
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
述
べ
よ
。

二
0
二
五
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

【

博

士

後

期

課

程

】

専

門

科

目

日

本

語

日

本

文

学

コ

ー

ス

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
（
縦
書
）

※WEB掲載に際し、以下のとおり出典を追記しております。

早稲田大学図書館所蔵
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問
五
、
本
文
三
行
目
に
あ
る
「
頼
子
成
」
に
つ
い
て
、
通
常
の
呼
称
と
、
知
る
所
を
記
せ
。

問
四
、
本
文
二
行
目
に
あ
る
「
柳
子
厚
」
に
つ
い
て
、
通
常
の
呼
称
と
、
知
る
所
を
記
せ
。

問
二
、

問
一冒

I「

近
世

こ
の
文
章
の
現
代
語
訳
を
、
句
読
点
に
留
意
し
て
記
せ
。

名
崖
終
名
ー
、
颯
ぷ
塁

嘉
判
ふ
：
ヤ
雇

滋

瑯

易

、

T
純
、
チ
成
薯
一

頃

羞

妻

厄

十

5
且

夏
‘
‘
、
社
，
＿
竺
貸

―

-

C

 

毎
氏
―
-

^

3

叩
麦
乏

ャ
四
メ
ね
：
各
秋
9

早

哀

紺

栂

そ

汲

遁

湘

平
筏
ヽ
ク
甲
か
可
今

?‘、
3

之
｀
辰
さ
十

乎
忍
創
ー
ク
菟
‘
徊
筏
で
呵

執

n
、家
u

g
g
ヵ
l

シ
亀
井
蕊
で
牢
噴
城

星

蓋

船

寄

尋

ぃ

直

償
ょ
む
埠
穴
多
ぃ
也
。

•
―
―
-
―
―

-
1

―
―
―
-
／＇
—
-

・
1

・
I
-
―
-
1
"

享

巳

え

＜

了

凡

ャ
妨

1：
猜
迎

ー
・・1
9
9
1

し
一

...r,
’
 

叫

ー

こ

、

」

．

匠
じ
t
-

I
~
~
 

＇ 

二
0
二
五
年
度

【
博
士
後
期
課
程
】

次
の
文
章
は
、
巖
谷
一
六
が
、
依
田
学
海
・
杉
山
三
郊
・
依
田
耕
雨
の
共
著
『
墨
水
二
十
四
景
記
』
（明

治
十
四
年
刊
）
に
冠
し
た
序
文
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
後
の
各
問
に
答
え
な
さ
い
。
（
縦
書
き
の
解
答
用

紙
を
使
用
し
、
問
題
番
号
を
漢
数
字
で
記
し
た
後
に
、
解
答
を
筆
記
す
る
こ
と
。
所
定
の
解
答
欄
に
書
き
切

れ
な
い
場
合
は
、

裏
に
続
く
な
ど
と
注
記
し
た
上
で
、

裏
面
を
利
用
せ
よ
）

＇ 

9

,

1
,
'

・
ー

、
こ
の
文
章
全
文
十
七
行
を
、
施
さ
れ
た
句
読
点
も
添
え
て
、
楷
書
に
翻
字
せ
よ
。
た
だ
し
、
各
行
の

頭
に
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
行
数
を
記
し
、
各
行
の
字
数
は
影
印
通
り
と
せ
よ
。
ま
た
末
尾
の
落
款
印
は

修
字
誠
卿
」
（
白
文
方
印
）
、
「
一
六
居
士
」
（
朱
文
方
印
）
で
あ
る
。

問
三
、
こ
の
文
章
を
施
さ
れ
た
句
読
点
を
そ
の
ま
ま
生
か
し
て
、

書
き
下
し
文
に
改
め
よ
。

※WEB掲載に際し、以下のとおり出典を追記しております。

東京都江戸東京博物館所蔵

専
門
科
目
日
本
語
日
本
文
学
コ
ー
ス

9

,

 
.
.
 1

,

.

,
 .

.
 I
 

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

入
学
試
験
問
題

解
答
は
別
紙
念
帯
横

書
）

？
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二
0
二
五
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

【

博

士

後

期

課

程

】

専

門

科

目

日

本

語

日

本

文

学

コ

ー

ス

和
漢
比
較
文
学

(

1

)

こ
の
資
料
の
本
文
を
全
て
翻
刻
せ
よ

通
行
の
字
体
を
用
い
る
こ
と
）
。

疼用 ・1庄 ．心

: . ~A, 

※WEB掲載に際し、以下のとおり出典を追記しております。

『冥報記：尊経閣叢刊』，育徳財団，昭12.国立国会図書館デジタルコレクション

https://dl. ndl. go.jp/pid/1186351 

（
訓
点
は
翻
刻
不
要
。

(

2

)

こ
の
資
料
の
本
文
を
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
き
下
し
文
に
改
め
よ
。

(

3

)

こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
内
容
を
現
代
語
訳
せ
よ
。

但
し
適
宜
句
読
点
を
施
し
、
漢
字
は

左
の
文
を
読
み
、
次
の
問
い
に
答
え
よ
。

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
（
園
・
横
書
）

7h7 



昭

和

七

年

六

月

此
の
作
の
設
初
の
部
分
は
昭
和
三
年
十
月
に
改
造
に
出
し
、
そ
れ
か
ら
順
次
同
雑
誌

へ
衷
表
を
捜
け
、
最
後

も
昭
和
六
年
十
月
に
改
造
へ
出
し
た
。
全
筒
を
櫻
め
る
に
あ
た
つ
て
、
突
然

k海
専
竪
が
起
つ
て
来
た
の
で
題

名
に
は
困
っ
た
が
、
卜
海
と
い
ふ
器
は
前
か
ら
山
本
氏
と
の
約
束
も
あ
り
、
ど
う
し
た
も
の
か
自
然
に
人
々
も

そ
の
や
う
L
9

昨
び
、
ま
た
そ
の
題
以
外
に
楽
材
と
一
致
し
た
も
の
が
見
裳
ら
な
い
の
で
、
そ
の
ま
ま
上
海
と
す

ろ
こ
と
に
し
た
。
｝
．ぷ
）作
の
風
数
の
f
l
I
に
出
て
米
る
半
件
は
、
近
代
の
東
洋
史
の
う
ち
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
東
洋

の
妓
初
の
新
し
い
煎

ひ
で
あ
る
互
二
十
事
件
で
あ
る
が
、
外
困
幽
係
を
中
心
と
し
た
此
の
の
つ
び
き
た
ら
ぬ
大

渦
を
深
く
描
く
と
云
ふ
こ
と
は
、
描
＇
‘
.
こ
と
自
閤
の
困
惟
の
他
に
、
薮
表
す
る
そ
の
こ
と
が
困
難
で
あ
る
°
私

は
出
米
得
る
限
り
歴
史
的
事
酋
に
忠
村
に
近
づ
い
た
つ
も
り
で
は
あ
る
が
、
近
づ
け
ば
近
づ
く
ほ
ど
反
針
に
、

策
は
概
親
を
掛
く
以
外
に
許
さ
れ
な
い
不
便
を
感
じ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
し
た
が
つ
て

OO有
名
詞

は
私
一
個
人
で
笈
災
し
、
讀
者
の
想
像
力
に
任
す
不
條
快
な
方
法
さ
へ
随
所
で
と
っ
た
。

吾
王
饗
覧
乎
塁
骨
尋
u
恒
胄
農
も
て
起
こ
考
喜
i

の
紀
念
日
と
し
て
メ
ー
デ

1
以
上
の
駁
ぎ
を
す
る
が
、
昭
和
七
年
の
日
支
慕

髪
の
途

月

て
ゐ
る
綿
分
が
多

い
。

私
は
こ
の
作
を
昔
か
う
と
し
た
勁
栽
は
優
れ
た
昼
術
品
を
古
き
た
い
と
思
っ
た
と
い
ふ
よ
り
も
、

分
の
住
む
惨
め
た
東
托
竺
庶
知
つ
て
み
た
い
と
思
ふ
f
供
っ
ぽ
い
氣
持
ち
か
ら
筆
を
と
っ
た
。
し
か
し
、
細

識
あ
る
人
々
の
中
で
、
こ
の
五
三
十
事
件
と
い
ふ
厭
大
な
耶
件
に
興
味
を
持
つ
て
ゐ
る
人
々
が
少
い
ば
か
り
か
、

知
つ
て
ゐ
る
人
々
も
殆
ど
な
い
の
を
知
る
と
、
一
度
は
こ
の
事
件
の
性
質
だ
け
は
知
つ
て
お
い
て
貰
は
ね
ば
な

ら
ぬ
と
、
つ
い
忘
れ
て
わ
た
青
年
時
代
の
熱
情
さ
へ
出
て
来
る
の
で
あ
る
。

資
料

B
飩 ー ーヽ

序

I~ • 

近

代

次

の

1
ー

3
の
問
い
に
答
え
よ
。

横

光

利

沼
へ
向

；
｀
策
忍
沼
芸
公
叩
{

:

P

ア
一
，
そ

品
d

o

rtli旦tlTi,詞

ぞ

・

高

。

_

・ウ

7

べ
考
・
嘉
勺
薗
”
ー

"

"

 

一
ず
翡
ウ
”
杵
炉
f
ぶ
v
2、
ね
た
霧
箪
；

夕
＞
含
北
た
，
畠
烹
名
名
、
如
”
ご
沿
物
n

互
グ

間
．
寃
い
て
乙
＂
，
召
戒
在
”
い
；
立
で
”

□
-:
啜
`
~
J
汀
｀
『
―

｀
り
ぃ□
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次
の
資
料
A
は
、
横
光
利

一

「
持
病
と
弾
丸
」
の
冒
頭
部
分
の
原
稿
、

二
五
章
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
の
関
係
に
つ
い
て
論
述
せ
よ
。

例
を
挙
げ
て
考
察
せ
よ
。

(
2
0点
）

資

料

Ao
-ロ
ロ
ロ
ロ

1
-

ー
~
ン

．
 

資
料
B
は
長
編
小
説
『
上
海
』
（
改
造
社
、
一
九
三
二
年
）
の
「
序
」
と

ま
た
、
一
般
に
雑
誌
や
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
長
編
小
説
に
つ
い
て
、
具
体

鉛癖 然；はの て辮て
殿れと夕竺応彼ぢ綜？いのゐ渾；
窟＄てし砥を芍距つ化ぐたヘ
か坦ての出てはをた蝦°向f:
らj：令＇如叩てく四°は参えつ
国したでかるす河＊瞑和て
配た節呼こらり苦＇船ざの貧£
を ° だ 成 十 迄 と 力rのめ寄民
知知のが日か向 逹 地ぢてへ窟；

t ，，ti I~~ 會象伶:考『厨
架輯お々西；こ烹即：品
る廻杉tた < ‘塊；れ泥5杉tれ
としのつも殴り・たのはて
、の背晉た男老にの古ま．ぼ彼ゐ

舟さ猿；呻 °の狼＄中な記 をのた
震 ば は 此 こ 秘 即 か の 流 鰭 。
に配乳もの餡 てら 店され りそ
腰t和 ．朗次：を 歩裔 ‘のてをの
・をのの 矩記きお傍t知 見う出で
応且後tへみ HIだ •閲 でた暇口5
ろのろば如しは‘°らの
しパで、るた 釦影 箕百つ 叫
てナ距冷ス鑑° 木 ら即て 1守

界昇＆ぜ翫讐臼品な釦きは
の皮含め和翫 何含る赤全 いて ‘ 
醗をたのつも郊知棺§如堆e
を ぬ ° 茄て硲をががた積f
祇ため彼ぢを知町兒ぅ 船， 妍°さ
めて女を叩たへつい物与影含れ
智ゐ はき 笥る け蔀： ののた
めた 数；・掛9 だこ町の蛮消合汚た
た。々（る °とし 底をみ え 物呑
°虫tの手とそ！またを、Jたが

歯亡男苔腕たれ た ° 覗gnりを夕2波
痣）のを 1こい いを1lilSの
き群°蕊‘° て 縫わ の や

虐tな与 l臀 袋言閉危
緊今； ‘磁は °誤‘綾
はは賑女？彼t いおい

ぶ

誼

し

た

。

ぉ

尉

は

翌

心
と
は
臨
即
に
牢
の
応
り
た
嘩
を
知
た
。
濫
に
は
ぢ
ば
ね
殴
っ
た
紺
の
峠
で
、
翫

へ
ら
れ
た
即
瞑
釦
が
応
叫
し
た
ま
ま
配
尼
罷
を
悶
つ
て
含

。
釦
和
芸
息
叩
に
た
っ
た
。
知
幻
は
知
0

野

贔

忌

ま

で
汎
か
う
と
臀
を
す
る
と
、
峠
距
皿
盆

尭

が

、
釦

雰

雰

哀

熙

姐

品

ら

な

船

靡

、

お

ナ
ダ

5

．さ

t．

杉
の
経
し
さ
を
う
ち
叩
い
た
。

贔

息

晶

詈

言

‘

鬱

如

じ

た

。

畠

羞

裕

年

く

ぐ

っ

た

り

と

星

虐

0,

邦
‘
庄
眠
に
炉
へ
ら
さ
れ
た
。
蜘
恕
た
だ
忍
和
盆

但

男

た

ま

＼

迄

伽

し

た

。

す
る
と

、

畠

贔

mり

り
か
か
っ
た
如
尉
晶
び
と
め
て
、

9農
食

即
け
た
。

8ー

魯

危

寮

只

品

郡

し

た

が

ら

か

れ

て

い

く

ぷ

炉

尉

。

置

‘

鬱

犀

繁

犀

晶

臀

誓

贔

嬌
｛
．

か

れ

9

9
ベ
ー
ヴ

ヽ^

が

れ

か

2'卜

0

9

し
4

4

-

{

h

t

ヤ

タ

カ

t
し
た
c

彼
は
貨
包
車
を
呼
ん
だ
。

彼
は
彼
女
の

役
を
狛
け
さ
せ
た
。
し
か
し、

彼
は
逃
げ
る
お
診
名
氾
は
ね
ば
な

ら
ぬ
原
団
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
分
ら
た
か
っ
た
。
た
だ
夕
昨
れ
の
疲
売
の
上
に
、
不
窟
師
い
た
瑯
愁
に
打
た
れ
た

か
炉
淑
じ
る
と
、
鬱
平
キ
ポ
如
5
れ
て
即
た
。
紺
釈
の
即
年
翠
、
炉
守
和
ち
か
け
た
5
iが
、
ぽ
ん
や
り
と
記
覧
叫
｝
の

た
か

た

古

・^
で
卜
：

｀

べ

ふ

r
9

2

吝

ミ

・

吝

｀

乏

＊

み

ぎ

p↓
”

ぶ

中
か
ら
忙
つ
て
ゐ
t
C0

古
い
街
仇
で
壁
が
二
人
の
車
を
遮
ぎ
っ
た
。
二
人
の
れ
は
右
と
左
に
別
れ
て
い
っ
た
。

九
佑
墨
覇
し
た
眼
晶
烹
四
を
配
り
た
。
船
k
i
は
印
印
の
ぶ
更
炉
つ
と
、
臨
り
か
か
っ
た
如
距
A
t
の
梃
と
叩

い
て
云
っ
た
。

r
 

}

.
/
/
,
9
：

ー

、一
i

kー
ー
し

H-

j
 

.、

資
料
B

（
続
き
）

二
五

二
0
二
五
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

【

博

士

後

期

課

程

】

専

門

科

目

日

本

語

日

本

文

学

コ

ー

ス

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
（
縦

苔
）
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※WEB掲載に際し、以下のとおり出典を追記しております。

日本近代文学館『名著複刻全集尾崎紅葉『金色夜叉』前編』

2
、
次
に
掲
げ
る
四
つ
の
資
料
に
つ
い
て
、
作
品
や
挿
絵
の
場
合
は
作
者
名
・
作
品
名
、
雑
誌
目
次
の
場
合
は
雑
誌
名
・
主
要
執
筆
者
名
を
答
え
た
で
、

作
品
や
挿
絵
に
つ
い
て
は
そ
の
内
容
や
執
筆
の
背
景
、
発
表
媒
体
と
の
関
わ
り
な
ど
、
雑
誌
の
場
合
は
文
学
史
上
の
意
義
な
ど
を
述
べ
よ
。
（
各
1

0点
）

①
 

い
く
ら

り
ん
か
う
で
K
•
9

め
ん
～
ん
し
ろ
i
t
3

サ

n
?
t

e
ぱ
い
つ
つ

「
原
稿
出
切
」
と
一
・
盃
面
の
編
謡
者
は
叫
ん
て
＊
雨
手
を
伸
し
息
を
吐
合
、
や
が
て
ゆ
ら
り
ゆ

ら
り
と
、
ス
ト
ー
プ
の
側
へ
寄
っ
た
。
炎
々
た
る
火
欲
の
悪
ど
く
暑
く
る
し
い
ス
ト
ー
プ
を

墨
干
の
即
ぐ

m翫
叉
叩
れ
紺
デ
に
配
し
て
ゐ
る
f
の
、
幻
芦
ゲ

⇒ぐ
て
定
つ
て
ゐ
る
も
の
、

官

（

わ

い

、

ん

符

い

じ

e
,上
こ

ろ

み

や

う

き

ッ

ざ

つ

げ

う

F
う
し

e（
そ
っ
＂
い
ひ
、

e
,
u
5ti

議
會
の
問
題
や
愉
夫
殺
し
の
滑
品
、
明
日
の
雑
報
の
註
秤
説
明
批
評
て
賑
つ
て
ゐ
る
。

っ

｀

し

l

t

く

ん

を

ん

な

ぴ

じ

ん

で

ん

し

う

言

し

が

み

古

な

か

わ

こ

と

C

と
っ

「
築
島
君
そ
の
女
は
芙
人
か
ね
・
]
編
輯
の
岸
上
が
一
座
の
中
へ
割
り
込
ん
て
問
を
登
し
た
。

じ
つ

n
い

な

と

な

。

2

を

し

つ

と

こ

ろ

が

れ

ん

｛

チ

く

乞

ん

な

こ

ろ

「
質
際
ぃ
ヽ
女
て
す
よ
、
脊
ざ
め
て
沈
ん
て
る
所
は
可
憐
て
す
、
俣
は
あ
ん
な
女
に
な
ら
殺

る

か

ん

：

い

ぼ

ん

く

わ

ん

A
5

け

い

と

う

C

ん

い

ん

ぐ

わ

い

ま
れ
て
吟
遺
憾
な
し
て
す
ね
裁
判
官
た
る
も
の
宜
し
く
刑
一
等
を
威
ず
べ
し
だ
」
三
面
の
外

3
ん
つ

B
L
u

ナ

、

巧

い

け

9
9
ゎ

｀

へ

う

じ

々

9
て
2

い

拗
築
島
は
、
媒
け
た
顔
に
愛
姻
笑
い
を
し
て
、
表
愉
的
に
云
ふ
。

ヽ

ヽ

ヽ

を

と

こ

こ

ろ

そ

ん

と

口

う

ご

め

ん

i

ム

-
、
そ
ん
な
の
ろ
い
男
は
、
殺
畠
れ
た
く
て
内
、
女
の
方
て
御
免
蒙
む
る
1

、こ

4
 

「
知
祐
て
あ
ら
う
と
、
餌
は
芍
釦
を
犀
つ
て
ふ
恕
雰
事
印

5"を
f
迄
り
た
い
、

箭

百

つ

て

も

、

町

雷

照

謬

芸

9
と

や

ら

れ

も

や

即

町

だ

か

ら

き

鬱

贔

野

た立
ち
か
ヽ
っ
た
。

そ

↑

し

ん

た

H

み

わ

た

ご

て

ゆ

う

七

ん

と

し

ん

ば

い

b
と

「
安
心
し
玉
へ
、
見
渡
し
た
と
こ
ろ
、
一
座
中
那
廊
心
配
の
あ

b
ご
う
な
人
は
な
い
か
ら
、

た

い

ぎ

ん

4

｀

ぽ

ビ

名

’

う

P

ほ

王

ご

ん

と

き

P

す

ま
あ
竺
互
ひ
に
銀
座
の
ほ
こ
り
を
毎
日
吸
つ
て
、
ほ
こ
り
の
中
の
徴
菌
に
生
血
が
吸
は
れ
つ

で
ん
じ

9

た

も

｀

＂

p

＜

づ

か

わ

ち
ま
う
士
て
生
さ
て
る
ん
＄
、
つ
ま
り
天
壽
を
保
つ
者
は
済
し
崩
し
に
枯
れ
て
行
く
ん
だ
ょ
、

み

た

そ

う

上

』

い

わ

し

く

し
か
し
ね
、
鵬
竺
本
が

m応
軒
ら
れ
て
る
の
を
見
る
と
、
多
少
風
脩
が
あ
る
が
、
虫
に
喰
は

乙

u（
て

き

に

ん

り

ん

い

た

と

と

ろ

れ
た
感
和
を
取
る
と
函
町
し
く
な
る
、
町
諏
に
は
こ
ん
な
枯
木
的
人
間
が
到
る
裏
↑
あ
る
ぢ

や
な
い
か
」
、

ー

「
即
醤
恥
製
か
」
と
湿
詈
累
島
て
、
野
弩
げ
た
叫
睾
を
霞
り
、
「
ど
り
や
尉
桐
内
[

序
名
そ
・
乃
ぼ

E

n

5

と

ぐ

F

い

り

伯
大
枝
の
駄
怯
螺
を
聞
さ
に
行
か
う
か
」
と
、
戸
口
へ
行
っ
た
。

こ

ぼ

（

か

を

zた
な

こ

8

E
芯

3

な

B

「
枯
木
て
も
風
が
常
り
や
嗚
ん
だ
、
大
枝
な
ん
か
、
つ
咬
り
悲
嗚
を
揚
げ
て
る
ん

3
」

一

霊

は

そ

れ

ぐ

｀

尉

孟

へ

詈

て

、

翫

鬱

聾

訊

累

っ

た

°

デ

は

琴

瞬

尉

uど
”

ら

ナ

と

は

上

こ

ナ

エ

ど

か

と

そ

す

F

｀

を

の

応

う

口

F
く
ん

て
、
窓
硝
子
の
瑕
れ
か
ら
吹
ぎ
込
む
錢
い
風
に
、
背
筋
を
揉
ま
れ
な
が
ら
、
小
野
逍
吉
君
と

畠
ひ
て
、
記
瞑
叡
叩
し
て
、
星
忠
寄
ら
即
輯
の
聾
釣
広
喪
グ
て
わ
る
。
叩
痴
平
芦

5
年

』
？
ろ
ひ
と
し

9
ゃ
ん

て
の
破
れ
て
よ
り
、
何
か
有
逮
の
事
業
に
取
か
＼
る
迄
の
糊
口
の
た
め
に
と
、
或
人
の
周
旋

し

や

が

9
ぜ

い

が

、

り

い

つ

t

i

t

っ

て
こ
の
祇
の
校
正
掛
と
な
っ
た
の
だ
が
、
何
時
の
間
に
や
ら
、
ボ
う
三
ヶ
月
に
な
っ
た
。
こ

(

K

し

ご

と

れ

ん

し

つ

と

た

H

R

`

t
ん

aた

ん
な
下
ら
な
い
仕
事
を
男
子
が
勁
め
て
ゐ
て
溜
る
も
の
か
と
思
ひ
な
が
ら
、
詮
方
な
芯
の
一

か
ん
て
ん
ど
う
｛
っ
ぱ
ぅ
上

aょ
ク

り

ひ

d
I

て
つ
i
"
れ
い

4
五

て

臣

ム

で

こ

な

日
逃
れ
て
、
披
天
動
地
の
抱
名
を
胸
襄
に
潜
め
、
鐵
歴
鈴
て
鍛
へ
た
手
に
禿
争
を
握
つ
で

死
灰
の
文
字
を
ほ
ぢ
く
つ
て
ぬ
る
の
だ
。
て
、
校
正
刷
の
堆
積
が
一
先
づ
片
付
く
と
、
予
は

？

；

＄

ょ

ン

）

ぐ

な

ぢ

2
し

ゃ

さ

う

ご

た

（

1
ん

た

2
5ら
（

み

、

か

た

む

ひ

と

苺

嬰
肱
を
つ
塁
、
外
な
が
ら
外
交
記
者
の
器
欝
山
の
太
平
唇
耳
を
傾
け
、
あ
の
人
逹

は
、
琴
B
l
i
置
贔
釘
恥
召
‘
忍
＇
の
睾
釦
贔
ゲ
し
て
阿
‘
影
霊
は
し
て

こ
ん
た
ん
み
t
"
り
つ
し
ん
た
い
た
つ
み
—

?
u

こ
ろ
ぷ
し
よ
く

怒
談
す
る
身
て
あ
り
な
が
ら
、
何
故
立
身
榮
逹
の
道
を
開
か
ず
、
ス
ト
ー
ヴ
て
灸
っ
た
食
バ

ン
を
喰
つ
て
、
蛍
援
徒
ら
に
白
線
を
加
ふ
る
に
至
っ
た
の
て
あ
ら
う
、
明
け
て
二
十
六
と
な

る
べ

3
デ
は
、
殿
印
艇
賃
的
虹
の
事
て
あ
っ
て
、
伶
こ
を
即
れ
姉
デ
て
声
謬
パ
と
し
て
ゐ
る

念

'

“

ん

で

も

る

＾

う

ご

uん
＂
ん
が

2
9
し

ヽ

い

と

忠

百

：

し

ん

が
、
朋
年
と
思
ひ
明
後
年
を
考
へ
れ
は
、
想
像
の
糸
は
己
れ
を
中
心
に
よ
昏
畠
か
な
る

<
c
ど
ぐ
わ
ざ
う
玄
つ

n
れ

門

う

さ

う

う

し

は

．

＂

笞

芸

馨
ゃ
小
説
を
織
b
出
す
。
鰤
警
警
忠
店
、
勇
牡
な
患
感
。
今
二
三
日
て
四
十

nい唇
な
る
、
五
十
即
に
な
る
と
f
苔
ひ
な
が
ら
、
配
翫
岱
畠
れ
と
も
卑
ぜ
ず
、
年
記
瞬
し

わ

ら

か

ひ

と

し

｀

〇

し

よ

．

｀

い

く

ミ

5

と
う
い

に
笑
ひ
興
じ
て
ゐ
る
彼
の
人
々
の
氣
が
知
れ
ぬ
。
予
は
若
し
も
四
・
丁
幾
歳
ま
て
、
こ
の
藤
椅

ナ

l

"

み

し

9

3

ぅ

ブ

已

（

ん

し

ろ

t

t

z
：

い

す

子
の
網
が
尻
て
す
り
切
れ
る
ま
て
、
こ
の
渦
怨
く
編
輯
局
の
腹
埃
を
吸
は
ね
ば
な
ら
ぬ
と
、

み

れ

ん

＂

ょ

こ

、

し

た

か

翠
雰
震
つ
て
ゐ
る
と
す
れ
ば
、
未
練
は
な
い
、
今
日
此
庭
て
舌
を
噛
ん
て
克
ん
て
即
せ
る
、

食
．
＾
ン
の
尉
炉
は
一
厨
記
叩
だ
、
三
百
六
十
五
年
牢
恥
如
に
し
て
組
炉
盆
如
は
あ
る
ま

し
よ

r‘

ね

ん

＂

い

け

ん

を

い
、
尉
の
一
卑
岱
｛
ン
だ
と
す
れ
ば
、
二
三
年
経
瞼
す
れ
ば
足
つ
て
ゐ
る
、
叩
も
五
十

ミ
で

mで
し

よ

く

＇

ク

（

ク

が

い

つ

v

"

上

迄
も
六
十
迄
も
食
．
＾
ン
生
涯
を
績
け
る
に
も
及
ぶ
ま
い
。

② 

塵
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ス
ー
パ
ー
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
天
皇

萬
延
元
年
の
フ

睛
れ
わ
た
っ
た
酷
寒
の
朝
、
土
間
に
あ
る
蓋
を
し
た
井
戸
の
手
押
し
ボ
ン
プ
ま
で
が
凍
つ

た
の
で
、
僕
と
弟
は
、
狭
い
桑
畑
を
へ
だ
て
て
す
ぐ
巌
木
の
茂
っ
た
山
腹
に
つ
ら
な
る
、
わ

れ
わ
れ
が
か
つ
て
セ
ダ
ワ
と
呼
ん
で
い
た
細
長
い
褻
庭
の
井
戸
に
、
璽
い
釣
瓶
を
落
し
て
水

を
く
み
あ
げ
た
。
ま
ず
弟
が
最
初
の
釣
瓶
の
水
を
獨
占
し
て
、
な
が
な
が
と
顔
を
洗
い
、
頸

を
洗
い
、
耳
の
う
し
ろ
ま
で
洗
い
、
上
絆
を
剥
き
だ
し
て
執
拗
に
胸
ゃ
肩
を
こ
す
り
つ
け
る
。

僕
は
か
れ
の
脇
に
立
つ
て
所
在
な
く
釣
瓶
が
明
渡
さ
れ
る
の
を
待
ち
な
が
ら
、
子
供
の
時
分

に
は
寒
が
り
だ
っ
た
弟
が
性
格
を
改
造
し
た
の
を
認
め
た
。
弟
が
、
お
そ
ら
く
は
意
識
し
て

無
防
備
に
僕
の
眼
に
さ
ら
し
て
い
る
裸
の
背
に
、
鈍
器
で
敗
ら
れ
て
皮
屑
と
肉
の
組
織
が
渋

れ
た
ど
す
無
い
疵
痕
が
あ
る
。
そ
れ
を
は
じ
め
て
見
る
僕
の
胃
に
は
、
自
分
の
肉
盤
の
こ
う

む
っ
た
苦
痛
の
記
憶
が
よ
み
が
え
る
よ
う
な
具
合
に
、
厭
な
、
ゾ

1
1

ツ

ク
が
っ
た
わ
っ
て
き
た
。

な
お
僕
に
約
瓶
が
廻
っ
て
こ
な
い
う
ち
に
、
思
い
が
け
ず
桃
子
が

竺
タ
ワ
ま
で
、
土
間
を
横
切
つ
て
ウ
ニ
の
お
化
け
を
連
れ
て
き
た
。

容
貌
魁
偉
な
谷
間
の
肯
年
は
、
こ
の
寒
氣
の
激
甚
な
朝
巳
草
色
の

作
業
ス
ボ
ン
と
、
指
が
な
か
ば
か
く
れ
る
ほ
ど
に
も
袖
の
長
い
シ
ャ

ツ
を
滸
て
い
る
の
み
だ
。
そ
し
て
絶
え
ま
な
く
震
え
な
が
ら
丸
っ
こ

く
巨
き
な
頭
を
う
な
だ
れ
、
侯
が
そ
こ
に
い
る
限
り
麿
四
に
な
に
ひ

と
つ
話
し
は
じ
め
る
氣
配
が
な
い
。
か
れ
は
寒
氣
に
よ
る
ば
か
り
で

な
く
、
鉢
の
内
奥
か
ら
深
く
消
粍
し
て
い
る
よ
う
に
根
深
く
習
ざ
め

て
み
え
る
。
結
局
、
倹
は
顔
を
洗
う
こ
と
を
断
念
し
て
、
か
れ
ら
に

密
談
の
機
會
を
輿
え
て
や
る
べ
く
園
櫨
裏
の
傍
に
ひ
き
あ
げ
た
。
も

っ
と
も
今
や
僕
は
顔
を
洗
わ
な
い
こ
と
に
痛
痒
を
感
じ
な
く
な
っ
て

い
る
。
歯
に
到
つ
て
は
敬
箇
月
も
み
が
か
な
い
の
で
獣
の
幽
さ
な
が

ら
餌
黄
色
だ
。
そ
し
て
こ
の
性
格
改
造
は
、
僕
が
そ
れ
を
窓
識
し
て

選
び
と
っ
た
の
で
は
な
い
。
死
ん
だ
友
人
や
養
設
施
設
に
人
っ
た
赤

ん
ぼ
う
が
別
れ
際
に
、
僕
に
選
し
て
い
っ
た
も
の
だ
。

「
あ
の
青
年
は
寒
さ
を
感
じ
な
い
の
か
し
ら
、
蜜
？
•
お
寺
の
境
内

に
居
た
時
も
秋
み
た
い
な
服
装
だ
っ
た
け
れ
ど
も
」
と
要
が
麿
阻
た

ち
に
氣
を
つ
か
つ
て
ひ
そ
め
た
盤
で
い
っ
た
。

「
寒
さ
は
感
じ
る
だ
ろ
う
、
ひ
ど
く
震
え
て
い
た
よ
。
か
れ
は
、
ス

ト
イ
ッ
ク
な
忍
耐
心
を
そ
な
え
た
愛
り
者
と
し
て
仲
間
の
庄
目
を
あ

び
る
た
め
に
、
あ
あ
し
て
旗
冬
に
も
外
套
や
上
瘤
な
し
で
い
る
の

さ
。
谷
間
で
も
た
だ
そ
れ
だ
け
で
尊
敬
を
か
ち
と
る
こ
と
は
雖
か
し

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
加
え
て
あ
い
つ
の
容
貌
や
倣
岸
に
他

人
を
無
視
す
る
演
出
は
な
か
な
か
獨
特
だ
か
ら
な
あ
」

「
そ
れ
く
ら
い
の
こ
と
で
青
年
グ
ル
ー
プ
の
中
心
人
物
が
生
れ
る
の

だ
と
し
た
ら
素
朴
な
話
ね
」
と
妻
は
疑
わ
し
げ
に
い
っ
た
。

「
と
こ
ろ
が
そ
う
し
た
無
邪
氣
な
演
出
を
す
る
褒
り
者
が
、
必
ず
し

も
領
純
な
心
理
措
造
の
持
主
と
か
ぎ
ら
な
い
と
こ
ろ
に
、
村
の
若
者

た
ち
の
政
治
的
相
互
開
係
の
複
雑
さ
が
ひ
そ
む
わ
け
だ
」
と
僕
は
、

悪
い
記
憶
の
群
が
む
く
む
く
と
鮮
え
つ
て
き
そ
う
に
な
る
の
を
急
い

で
押
え
つ
け
な
が
ら
い
っ
た
。
僕
は
つ
ね
に
谷
間
の
子
供
た
ち
の
政

治
に
お
い
て
劣
等
者
だ
っ
た
し
、
そ
れ
は
弟
も
同
じ
こ
と
な
の
で
あ

る
C
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（
次
頁
に
続
く
）

3
、
次
の
文
章
は
前
田
愛
『
近
代
読
者
の
成
立
』
（
初
刊
、
有
精
堂
、
一
九
七
三
年
。
た
だ
し
引
用
は
『
前
田
愛
著
作
集
』
第
二
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九

八
九
年
に
よ
る
）
の
一
節
で
あ
る
。
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
黙
読
と
い
う
読
書
形
態
の
登
場
の
意
義
に
つ
い
て
、
筆
者
の
趣
旨
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
で

き
る
だ
け
あ
な
た
の
研
究
対
象
、
研
究
テ
ー
マ
に
関
係
づ
け
な
が
ら
、
具
体
的
事
例
を
示
し
て
論
述
し
な
さ
い
。

(
2
0
点）

二
葉
亭
は
「
予
の
愛
読
害
」
の
中
で
、
散
文
の
リ
ズ
ム
（
文
調
）
に
触
れ
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
「
日
木
文
で
文
調
を
出
し

た
い
と
思
う
て
、
文
章
を
書
く
時
に
は
文
調
が
恐
ろ
し
く
気
に
な
っ
た
」
。
こ
の
「
文
調
」
は
美
妙
が
「
吾
々
の
首
文
一
致
体
」
で
「
声

調
の
便
利
が
新
語
格
よ
り
も
旧
語
格
の
方
に
備
つ
て
居
る
」
と
述
べ
た
際
の
「
声
調
」
と
は
意
味
合
い
を
異
に
し
て
い
る
。
二
葉
亭
に
と

っ
て
日
本
在
来
の
文
章
（
美
妙
の
い
う
旧
語
格
）
の
文
調
は
「
ど
う
も
変
化
が
乏
し
く
抑
揚
頓
挫
が
欠
け
て
居
る
や
う
に
思
は
れ
」
（
同
）

た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
認
識
は
グ
レ
イ
の
朗
読
か
ら
知
っ
た
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
の
「
文
調
」
の
魅
力
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
美
妙
の

い
う
「
声
調
」
が
外
在
的
リ
ズ
ム
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
二
葉
亭
の
求
め
た
「
文
調
」
は
作
者
の
詩
想
と
密
恙
し
た
内
在
的
リ
ズ
ム
で
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
グ
レ
イ
の
朗
読
が
増
幅
し
て
み
せ
た
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
の
「
文
調
」
は
そ
の
具
体
的
な
実
現
な
の
で
あ
っ
た
。

文
章
に
よ
っ
て
は
或
程
度
ま
で
は
朗
読
の
巧
拙
に
拘
は
ら
ず
文
章
其
物
の
調
子
が
あ
っ
て
r

従
て
黙
読
を
し
て
も
其
者
に
調
子
が
移

つ
て
、
ど
ん
な
に
殺
し
て
見
て
も
調
子
丈
け
は
読
む
者
の
心
に
移
る
文
章
が
あ
る
。

こ
こ
に
は
音
読
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
顕
在
化
す
る
の
で
は
な
く
、
黙
読
に
よ
っ
て
も
触
知
し
う
る
敬
文
リ
ズ
ム
の
器
微
な
形
式
が
示
唆

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
読
者
の
内
面
に
も
た
ら
す
共
振
作
用
に
、
二
葉
亭
は
文
学
の
観
念
と
形
象
へ
と
導
く
具
体
的
な
手
が
か
り
を
見
出

し
た
の
で
あ
る
。
一
一
業
亭
が
翻
訳
に
あ
た
っ
て
露
西
亜
文
学
の
「
文
調
」
を
日
本
文
を
か
り
て
「
再
顕
」
す
る
こ
と
に
、
苦
心
経
営

し
た
ゆ
え
ん
も
こ
こ
に
あ
る
。

莞
麗
の
中
に
ど
つ
か
寂
し
い
所
の
あ
る
の
が
、
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
詩
想
で
あ
る
。
：
；
・
、
彼
の
小
説
に
は
全
体
に
其
の
気
が
行
き
渡
っ

て
ゐ
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
を
醜
訳
す
る
に
は
其
の
心
持
を
失
は
な
い
や
う
に
、
常
に
其
の
人
に
な
っ
て
書
い
て
行
か
ぬ
と
、
往
々
に

11
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し
て
文
調
に
そ
ぐ
は
な
く
な
る
。
…
…
実
際
自
分
が
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
を
魏
訳
す
る
時
は
、
力
め
て
其
の
詩
想
を
忘
れ
ず
、
真
に
自
分

l

自
身
其
の
詩
想
に
同
化
し
て
や
る
心
算
で
あ
っ
た
：
・
・
:
(
「
余
が
翻
訳
の
標
準
」
）

二
葉
亭
は
ッ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
詩
想
に
同
化
す
る
、
す
な
わ
ち
逍
蓬
の
「
論
理
的
読
法
」
を
異
国
の
文
学
に
応
用
す
る
困
難
な
作
業
と
と

も
に
f
「
変
化
が
乏
し
く
抑
揚
頷
挫
が
欠
け
て
居
る
」
日
本
在
来
の
文
章
に
か
わ
っ
て
f
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
「
文
調
」
を
「
再
顕
」
し

う
る
柔
軟
に
し
て
繊
細
な
文
体
を
創
出
す
る
と
い
う
き
わ
め
て
大
胆
な
実
験
を
自
ら
に
課
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
実
験
の
成
果
は
同
時
代

の
読
者
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
迎
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
『
あ
ひ
び
き
』
に
つ
い
て
語
っ
た
蒲
原
有
明
の
こ
と
ば
に
拠
っ
て
考
え
て
み

た
し有

明
に
と
っ
て
『
浮
雲
』
は
読
み
づ
ら
く
重
苦
し
い
調
子
の
作
物
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
と
は
対
照
的
に
『
あ
ひ
ぴ
き
』

的
な
「
イ
ン
プ
レ
ッ
シ
オ
ン
」
は
「
到
底
忘
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
も
の
で
あ
っ
た
。

の
透
明
で
音
楽

そ
の
こ
ろ
は
未
だ
中
学
に
入
り
た
て
て
文
学
に
対
す
る
鑑
賞
力
も
頗
る
幼
稚
で
『
佳
人
の
奇
遇
』
な
ど
を
高
誦
し
て
居
た
時
代
だ

か
ら
、
露
西
亜
の
小
説
家
ッ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
翻
訳
と
い
ふ
さ
へ
不
思
議
で
、
何
が
な
し
に
読
ん
で
見
る
と
、
巧
に
俗
語
を
使
っ
た
言

文
｀
致
体
ー
ー
•
そ
の
珍
ら
し
い
文
体
が
耳
の
端
で
親
し
く
、
絶
間
な
く
さ
さ
や
い
て
居
る
や
う
な
感
じ
が
さ
れ
て
、
一
種
名
状
し
難

い
快
感
と
、
そ
し
て
何
処
か
心
の
底
に
そ
れ
を
反
撥
し
ゃ
う
と
す
る
念
が
萌
し
て
来
る
。
余
り
に
親
し
く
話
さ
れ
る
の
が
訳
も
な
く

厭
で
あ
っ
た
の
だ
。
（
「
「
あ
ひ
び
き
』
に
就
て
」
『
二
葉
亭
四
迷
』
所
収
）

二
0
二
五
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

【

博

士

後

期

課

程

】

専

門

科

目

日

本

語

日

本

文

学

コ

ー

ス

（同）

入
学
試
験
問
題

※
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早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

専
門
科
目
日
本
語
日
本
文
学
コ
ー
ス

「
耳
の
端
で
親
し
く
、
絶
間
な
く
さ
さ
や
い
て
居
る
や
う
な
感
じ
が
さ
れ
」
た
と
い
う
有
明
の
反
応
は
、
「
黙
読
を
し
て
も
其
者
に
調
子

が
移
つ
て
、
ど
ん
な
に
殺
し
て
見
て
も
調
子
丈
け
は
読
む
者
の
心
に
移
る
文
章
」
を
目
標
に
定
め
て
、
詩
想
に
密
着
し
た
文
調
の
再
現
を

め
ざ
し
た
二
葉
亭
の
意
図
と
ほ
ぽ
正
確
に
対
応
し
て
い
る
。
有
明
は
作
者
と
読
者
の
内
密
な
交
流
が
も
た
ら
す
快
い
戦
慄
と
か
す
か
な
反

撥
に
つ
い
て
語
る
。
読
者
は
他
人
を
交
え
る
こ
と
な
く
孤
独
で
作
者
と
向
い
合
い
、
か
れ
が
嘩
く
内
密
な
物
語
に
耳
を
蔽
け
る
。
こ
の
よ

う
な
秘
儀
に
参
与
す
る
資
格
を
許
さ
れ
た
読
者
こ
そ
、
「
近
代
」
の
小
説
読
者
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
有
明
の
回
想
で
は
触
れ
ら
れ
て

い
な
い
が
、
こ
の
作
者
と
読
者
の
心
理
的
距
離
が
消
失
す
る
感
覚
を
つ
く
り
出
し
た
要
件
と
し
て
、
『
あ
ひ
び
き
』
の
視
点
が
「
の
ぞ
き
」

と
い
う
、
一
人
称
の
う
ち
で
も
も
っ
と
も
剌
戟
的
な
効
果
を
持
つ
視
点
で
あ
っ
た
こ
と
を
つ
け
く
わ
え
て
お
き
た
い
と
思
う
。
作
者
と
と

も
に
密
会
の
掲
面
を
覗
き
み
る
読
者
は
共
犯
者
の
立
場
に
身
を
置
く
よ
う
に
仕
組
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
初
期
の
言
文
一
致
体
の
小
説

は
事
件
を
作
者
じ
し
ん
の
口
を
通
し
て
読
者
に
語
り
か
け
る
一
人
称
の
形
式
を
と
っ
た
も
の
が
多
い
が
、
美
妙
の
『
ふ
く
さ
づ
つ
み
』
に

し
て
支
嵯
餓
の
屋
の
『
初
恋
』
に
し
て
も
、
柳
浪
の
『
残
菊
』
に
し
て
も
身
の
上
話
も
し
く
は
懺
悔
諏
の
素
朴
な
体
裁
に
従
っ
て
い
て
、

『
あ
ひ
び
き
』
の
精
妙
な
視
点
と
は
格
段
の
ひ
ら
き
が
あ
る
。
た
と
え
ば
『
初
恋
』
の
ば
あ
い
末
尾
に
近
く
「
嗚
呼
皆
さ
ん
」
と
い
う
呼

び
か
け
語
が
端
的
に
示
す
よ
う
に
炉
辺
を
囲
ん
で
老
人
の
懐
旧
談
に
聞
き
入
る
数
人
の
聴
き
手
が
想
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、

『
あ
ひ
び
き
』
の
視
点
は
、
本
来
的
に
黙
読
す
る
孤
独
な
読
者
を
要
請
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

有
明
が
幼
稚
な
鑑
賞
力
で
高
誦
し
た
と
い
う
『
佳
人
之
奇
遇
』
は
美
妙
が
排
斥
し
た
「
吟
ず
る
」
読
み
方
で
読
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
薦
花
が
『
黒
い
眼
と
茶
色
の
目
』
で
い
き
い
き
と
描
き
出
し
て
い
る
よ
う
に
、
学
校
•
寄
宿
舎
・
私
塾
・
政
治
結
社
等
の
精
神
的

共
同
体
の
内
部
で
集
団
的
・
共
同
的
に
享
受
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
享
受
の
場
は
自
由
民
権
運
動
の
敗
退
と
と
も
に
失
わ
れ
て
、
享
受
の

は
な
し
ぷ
？

単
位
は
家
庭
な
い
し
は
個
人
に
縮
小
す
る
。
美
妙
が
読
者
に
要
請
し
た
「
通
常
の
談
話
態
」
の
よ
う
に
読
む
読
み
方
は
『
小
説
神
髄
』
が

提
示
し
た
「
親
子
相
な
ら
び
て
巻
を
ひ
ら
き
朗
読
す
る
に
堪
へ
」
る
改
良
さ
れ
た
戯
作
、
そ
の
具
体
的
実
現
と
し
て
の
硯
友
社
文
学
に
対

応
す
る
で
あ
ろ
う
。
新
聞
小
説
で
あ
り
、
家
庭
小
説
で
あ
る
。
硯
友
社
文
学
の
優
勢
の
ま
え
に
『
あ
ひ
び
き
』
の
読
者
が
少
数
者
で
あ
っ

nー

た
こ
と
は
否
む
べ
く
も
な
い
。
し
か
し
、
近
代
読
者
の
系
譜
は
じ
つ
に
こ
の
少
数
者
の
中
か
ら
辿
ら
れ
る
。
そ
れ
は
漠
文
崩
し
の
華
麗
な

r
/

ンー

文
体
の
リ
ズ
ム
に
陶
酔
し
て
政
治
的
情
熱
を
昂
揚
さ
せ
る
書
生
達
で
も
な

<
r
雅
俗
折
衷
体
の
美
文
を
節
面
白
く
朗
読
す
る
家
長
の
声
に

聞
き
入
る
明
治
の
家
族
達
で
も
な
い
。
作
者
の
詩
想
と
密
着
し
た
内
在
的
リ
ズ
ム
を
通
し
て
、
作
者
な
い
し
は
作
中
人
物
に
同
化
を
遂
げ

る
孤
独
な
読
者
な
の
で
あ
る
。
『
佳
人
之
奇
遇
』
の
読
者
の
類
型
が
、
そ
の
朗
誦
に
自
習
の
ペ
ン
を
休
め
て
う
っ
と
り
と
聞
き
惚
れ
る
同

志
社
三
百
の
寮
生
の
姿
（
『
黒
い
眼
と
茶
色
の
目
』
）
に
求
め
ら
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
『
あ
ひ
び
き
』
の
読
者
は
本
を
小
脇
に
林
の
中
を
逍

遥
し
な
が
ら
自
然
の
さ
さ
や
き
に
耳
か
た
む
け
る
孤
独
な
読
者
な
の
で
あ
る
。
有
朋
に
加
え
て
も
う
一
人
の
『
あ
ひ
び
き
』
読
者
の
姿
を

記
し
て
お
こ
う
。

「
片
恋
」
は
「
う
き
草
」
ほ
ど
私
を
打
た
な
か
っ
た
が
、
そ
の
中
の
「
あ
ひ
び
き
」
の
自
然
描
写
は
、
こ
れ
が
ま
た
私
に
は
驚
異
で

あ
っ
た
。
こ
う
云
う
自
然
そ
の
も
の
の
足
音
翌
さ
さ
や
き
ま
で
も
聴
き
と
れ
る
よ
う
な
、
美
し
い
描
写
は
、
と
う
て
い
人
間
わ
ざ

と
は
思
わ
れ
な
か
っ
た
。
私
は
、
そ
の
頃
と
し
て
は
思
い
切
っ
た
美
装
の
「
片
恋
」
を
か
か
え
て
、
中
学
の
裏
手
の
お
寺
へ
つ
づ
く

林
の
中
を
、
ひ
る
休
み
に
独
り
で
よ
く
坊
儘
し
た
。
そ
し
て
自
分
を
ッ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
作
中
の
人
物
に
な
ぞ
ら
え
、
姶
業
の
ラ
ッ
パ

の
嗚
る
ま
で
r

夢
見
る
よ
う
な
気
持
で
す
ご
し
た
。
（
寄
野
季
吉
「
明
治
の
文
学
春
年
」
）

3
（
続
き
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次は寺村秀夫 1991『日本語のシンタクスと意味』（くろしお出版）の一部(pp.237-240)

である。この文章を読んで次の問いに答えよ。

1 下線部（ 1)の「副詞＋ノ」の例を二つ挙げ、どういう副詞かということについても

簡単に言及せよ。

2 下線部 (2)の「引退のつもり」について「（？）」とされている。なぜ「（？）」なの

か、他の関係とは何が違うのか、どう位置づけるのか、について考えを簡潔に述べよ。

3 下線部（ 3)についてなぜなのか、自分の考えを簡潔に述べよ。

4 下線部 (4)に関連して(14)(15)の違いについて、自分なりにどう説明するか、考え

るところを簡潔に述べよ。

5 ここでは複合名詞の問題が挙げられているが、複合という現象をめぐって統語論

(syntax)の問題として考えるべきか、語彙論（lexicon)の問題と考えるべきか、あるい

はいずれもが関わるか、などいろいろな考え方がある。自分の考えを簡潔に述べよ。

6 文法論における名詞という品詞について、考えるところを簡潔に述べよ。

¥

{

 

L
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←-

3.1 名詞を主とする主従的結合ー一連体

3. 1. 0 はじめに

以下，名詞に，いろいろな品詞に属する語，あるいはその連なりが前接して，

全体として名詞句を形成するさまを見ていく。

連体語句には，形態的に整理すると次のような種類がある。

①名詞＋ノ

②名詞＋格助詞＋ノ

堕璽＋ノ （（） 

④その他の形＋ノ（知ってのこと，飲みながらの，～すればの）

⑤連体詞

⑥名詞的形容詞＋ナ

⑦動詞，形容詞の確言形（基本形と夕形）

名詞，あるいは名詞的形容詞が連体助詞を介さず，あるいは形容詞の語幹や

動詞の連用形が，直接に名詞に前接すると，結合度が強くなり，全体がー語化

して，複合名詞ができる。「山頂，両親，核融合」など。 2.1.0で触れた（注10),

並立結合と，並立構造の複合名詞（「父母，姓名」など）と同じ事情である。

複合語のなかの，要素間の関係を調べるのは，形態論，語構成の領域である。

3. 1. 1 「Nノ」および「N十格助詞＋ノ」

名詞応が名詞N2を意味的に限定する関係で結びつく最も一般的な形は，

「N1ノ応」という形である。この形の一部氏名詞に格助詞がついた形に

「ノ」が後接する形と共通するところがあるので，ここでは両者を一括して見



叫誰田K見侶塁討藍区的村尉娯碇 ＜将揺絲臣墨11011用址憾
【控廿巡蚕稲測】 慟臣碑血 DJ.椅臨DJ.椅択抽 n-K ※眺披n辻武海（擬龍I)

ていく。

「ノ」によって結び付けられた二つの名詞の意味関係は多様で，従来，いろ

いろな分類がなされている。たとえば，次のようである。

(9) a.私の辞書太郎のお父さん （所有）

b.札幌の姉，大阪の日本橋 （場所）

C. 桜の木，梅の花

d.浦島太郎の話

（種類）

（内容）

e.象の界，カメラのレンズ （全体と一部）

f．漫画家の加藤さん，首都の東京 （同格（？））

g．芥川の自殺，父の手紙

h.伊勢物語の研究，広島の爆撃

（主格語と述語）

（対格語と述語）

i．廃棄物処理の問題，収賄の証拠 （～tこ関する）

j.肢体不自由児の施設 （～のための）

k.病気の時 （？） 

1．引退のつもり

m.机の上， 目の前

n.鉄の女

（？）． 
.- --(?) 

0, 砂の女

P.赤いアウディの女

q.死の票流

(?) 

(?) 

(?) 

（？） 

（？） 

こうして，たとえば新聞や小説をよみながら例を拾っていくと，いくらでも

おもしろい「NノN」を船めることができるが，それを上のようにたんに意味

的にレッテルをはっていっても，きりがないだけでなく，あまり意義があると

は思われない。多くの人がいうように， 「どんな名詞でも「ノ」でつなげる，

そこに規則などない」と思いたくなるぐらいである。

しかし， 「なんでも結びつく」というのは，もちろん正しくない。たとえば

(10) a.カメラのレンズ

b.漫画家の加藤さん

C, 首都の東京

などは，それだけで聞いてすぐ意味がわかるが，

(11) a.？レンズのカメラ

b. ？加藤さんの漫画家

c. ？東京の首都

などは，ありえない言い方ではないかもしれないが，聞いてから，どういう意

味なのか，しばらく考えなければ何のことかすぐには分からないのがふつうで

あろう。それはなぜだろうか。 n) 

また，前章で見たように， 「Nゾ N泣・・會・・・」のN心，ハとかモとかで取り

立てられて， 「N1ハ（モ） N泣……」とすることができる。

(12) このカメラのレンズがよい。

→このカメラほレンズがよい。

が，どんな「Nり応」でもよいかというと，たとえば，

(13) 漫画家の加藤さんが描いてくれた。

→＊漫画家は加藤さんが描いてくれた。

のようにできない場合もある。では，ハ，モなどで取り立てができる「NiJ

ほどういう「Nゾ応」のそれなのだろうか。

よ
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叫涯田+<的侶塁付藍区1峠尉娯臨
冊正蒋血 m怜幽m怜択舟 n-K

あるいはまた，

(14) 先生，楊さんから電話です。
~ "―̂ -

とはいえるのに，どうして

g告，これが楊先生から紹介状です。

というとおかしいのか。 (4)

＜柚揺歯臣製
※眺様U辻辰涎（凝

上のような疑問に答えるためにほ，意味だけをもととしたレッテル貼りだけ

ではどうにもならないことは明らかである。

「Nゾ応」という構造は，外見が簡単なだけに，その裏にあるN1と応の

意味関係の多様さのなかの規則性を探り出すことはむずかしい。以下に，比較

的類型化のできそうなものを切り取って，いくつか見ていくが，包括的な分類

記述には程遠い。あるいは完全にすべての型を文法の範囲で捉えることほ不可

能なのかもしれない。なぜなら，二つの名詞を「ノ」で結びつけること，また

（聞き手の側からいえば）その結びつきからすぐある意味を理解することの一

つには，日本語についての一般的知識をこえた，その時代の社会常識のような

ものが関係する部分があることにもよる。 （たとえば上の (9)のo.,p., q. 

など。）そういう性格一ー一意味解釈を常識に依存させようとする性格ーーがい

っそう強くなり，結合したままで始終使われるようになる，つまりー語化した

ものが複合名詞であると言ってよいであろう。

かつて ZelligHarrisが， ‘snowman'(snowで作った人）， ‘milkman'

(milkを配達する人），‘garbageman'(garbageを収集してまわる人）のよ

うな ‘N+man'の多様さをあげて，それらを文からの変形によって派生するも

のとして記述することはできないことはないかもしれないが，一般化は非常に

むずかしいという趣旨のことを言っていたことがある (196涙p, University 

of Pennsylvaniaでの購義）。日本語で「雪男」「雨男」「間男」「雪女」という

のがどういう意味なのか分かるか分からないかしま，いわゆる日本語能力（Com-

petence)の問題とはいえないだろう。

しかしまた，どういう意味的関係が複合名詞ないし名詞連結の形成に関与す

るか，の法則性を探ろうとする研究が， 「文要素の単語への編入 (Incorpora-

tion)」という視点からこれまでも進められてきたように，二つの名詞が「ノ」

によって結びつけられる意味的機緑を考えることは，シソタクス部門に課せら

れた仕事として進められなければならない。

： 
一
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『口遊』（東北大学附属図書館所蔵）

出典：国書データベース，
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